
愛知県

■物流2024問題

宅配業者
物流センター
（長久手市）

宅配業者
物流センター

（名古屋市港区） ■宅配便の配送イメージ

物流センター 宅配業者の営業所

利用者へ配達

○宅配便の効率化

《凡例》

：宅配業者営業所
：宅配業者の物流センター
から営業所までのルート

■宅配便取扱実績（全国）の推移

32年間で4.5倍に増加
（約39.6億個増）
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出典：宅配便等取扱個数の調査（国土交通省）

出典：宅配業者HP（R5.10）
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港区の物流センターから天白区の
営業所に配送する際の所要時間

20分短縮

※企業ヒアリング調査結果（H24.1）

（分）

○国道302号周辺の施設立地状況及び配送イメージ

天白平針営業所

天白野並営業所

植田駅前営業所

時間外労働の上限適用

（規制なし→年960時間）

拘束時間の規制強化

（1日最大16時間→15時間）

2024年４月より、ドライバーの労働時間規制が強化

出典：物流の２０２４年問題について（国土交通省）

輸送能力

14%不足の可能性

３割の事業者で

上限超過

※２０２２年１０月時点の状況

物流の効率化が必要
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物流効率化の支援

○ インターネット通販の拡大に伴い、宅配便の取扱個数は増加傾向である一方、トラックドライバーの労働時間
制限により、物流の効率化が求められる

○名古屋環状２号線の段階的な整備に伴い、宅配事業者の営業値が多く立地してきており、物流センターから
営業所、営業所から住宅に配送することが可能となり、配送時間の短縮に寄与

○引き続き、名古屋環状２号線の整備により渋滞を緩和・解消することで配送時間を短縮し、物流効率化を支援


